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みなさんおはようございます。

令和５年、2023年が始まりました。今年も、みんなで柳井中学校を盛り

上げていきましょう。

今日から始まる３学期は、最も短い学期ですが、１年間の締めくくり、３

年生にとっては中学校生活の集大成であり、大変重要な学期です。

３年生は、希望進路の実現に向けて全力を尽くして下さい。何度も言いますが、受験は団体

戦です。学年全体で良い雰囲気をつくり、互いに励まし合い、全員がそれぞれの夢を実現しま

しょう。２年生は、先輩から受け継いだ伝統をさらに発展させ、新しい柳井中学校を創ってい

く準備をしてください。１年生は、あと３ヶ月で先輩になります。先輩として恥ずかしくない

行動がとれるようになってください。

さて、今日は人間関係づくりに欠かせない「言葉」についてお話ししたいと思います。

私たちは自分の気持ちを相手に伝えるときに言葉を使います。この言葉一つで相手を楽しく

幸せな気持にもさせるし、不快で嫌な気持ちにもさせます。それほど、人間関係づくりには大

切な言葉なのに、あまり考えずに使っていることはないでしょうか。

数年前から「きもい」とか「うざい」とかいう言葉が流行語のように聞こえてきて嫌な言葉

だなあと思っていました。なぜ、嫌なのかというと、これらの言葉は、人に向かって言われれ

ば間違いなく人を傷付けてしまうからです。そして、そんな時にしか使われない言葉が、何の

抵抗もなく市民権を得てしまっていることが悲しいからです。

少なくとも、柳井中学校の生徒同士で話す中では、この「きもい」とか「うざい」というよ

うな人を傷付けるような言葉を、相手に対して絶対に使わないでください。言われた人も嫌で

しょうが、周りの人間をも不快な気分にさせるとともに、こうした言葉を使った人の品格を落

としてしまいます。常に相手への「思いやり」の心をもって話せるようになれば、このような

言葉も使われなくなるのだと思います。

中学校の国語の授業で中国の古典「論語」を勉強します。「論語」の中にこの「思いやり」

について書かれている部分があります。「恕」という言葉で紹介されていますが、それによる

と「思いやり（恕）」というのは「おのれの欲せざるところを人に施すことなかれ」易しく言

うと「人から自分がされたくないことは、自分から人にはしないことだ」ということです。つ

まり、人から「きもい」とか「うざい」と言われるのが嫌だと思うのなら、そういう言葉は人

にも言わないということなのです。

それでは逆に、人から言われて嬉しい言葉とはどんな言葉でしょう。その代表格は「ありが

とう」という言葉ですね。「ありがとう」と言われて怒る人はいないと思います。人から何か

してもらったとき、すぐに「ありがとう」と言える人になってほしいですね。
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それから「おはよう」とか「こんにちは」などのあいさつ言葉。これも人から言われると嬉

しい言葉です。あいさつは『私はあなたの味方だよ』という意思表示です。だからあいさつを

されると嬉しくなるのです。『私も、あなたに会えて嬉しいよ』という気持ちであいさつを返

していると思います。

初めて会う人に対してはどうですか。『この人は私のことをどう思っているのだろう？』

思ってドキドキしますよね。そのとき、相手が「おはようございます。寒いですね」と言って

くれたら、ホッとするでしょう。そう考えると、初めて会う人や苦手な人にこそあいさつをす

るべきだと思いませんか。

柳井中学校のみなさんは、誰に対しても、明るくあいさつができ

る生徒であってほしいと思います。

今日は「言葉」についてお話をしました。

日本語は本当に味わいのある豊かな言語です。その言葉を身につ

けるには読書が一番です。たくさん本を読んで、美しい言葉を身に

つけてほしいと思います。

本年度の生徒会が力を入れてきた「あいさつ運動」。「あいさつ１万day」という名称で、
毎週月曜日の朝、生徒会とボランティア参加の生徒たちが、登校してくる生徒に向けて爽や
かなあいさつを行ってきました。
この活動を拡大する形で、昨年１２月からは、近隣の小学校に出向き、小学生に向けての

「あいさつ運動」を実施しています。
人と人の「つながり」を強めてくれる「あいさつ」。この活動を通して、小学校と中学校

の「つながり」も、より一層、強いものとなると思います。
また、本年度は、ＰＴＡ活動の一環として、全家庭に「あいさつ運動」への参加をお願い

し、多くの保護者の方々に御協力いただいています。
学校、家庭、地域が一体となって、「あいさつの町・柳井」をつくっていければと思いま

す。


